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１．平等院創建

平安時代の宇治は、平安京の南郊に開けた別業の

地であった。平等院の前身は、平安前期に造営され

た源融の宇治別業に溯り、平安中期になってこの宇

治別業が藤原道長に買得され、さらに長子頼通に伝

領されたのち、永承7年（1052）に寺院に改造され平

等院となっている。時あたかも末法初年であった。

創建時の仏堂は別業寝殿を改修した本堂であり、鳳

凰堂は翌年に建立されている。この後、一門によっ

て造営が進められ、頼通が薨じた1074年までには約

8haの境内に多くの堂塔が建ち並ぶこととなった。

主要堂塔には、先の本堂・鳳凰堂のほか、法華堂・

多宝塔・五大堂・不動堂・護摩堂・経蔵・鐘楼・北

大門・西大門などが記録に残り、通常の僧房以外に

も南泉房・成真房など規模の大きな房院も境内周囲

に展開していた。

平等院は伽藍配置上のいくつかの特徴を持ってい

る。一つは寺域東限が宇治川西岸となり、ここに築

地塀などの遮蔽施設を持たないこと。二つに各堂宇

が東面を基本とすること。三つに伽藍中軸線が見出

せないことである。浄土庭園を持つ寺院（浄土教寺

院）の嚆矢となる藤原道長創建の法成寺や、白河天

皇創建の法勝寺のように、四周を築地塀が取り巻き、

南門から延びる南北軸上に南面堂と池を配置し、園

池をコ字形に堂が囲む様子とは、およそ違うことと

なる。また鳳凰堂の建築型式は鳥羽の勝光明院や平

泉の無量光院などに引き継がれ、その後の浄土教寺

院の展開に大きな影響を与えることとなった。

２．平等院庭園

平等院伽藍の中核施設が鳳凰堂であることは、記

録の上でも伽藍配置の上でも明らかである。鳳凰堂

は定朝作丈六阿弥陀如来坐像を本尊とする東面堂

で、建築的には仏堂である中堂と、その南・北・西

にデザイン化された廊を付設し、阿弥陀仏の宮殿宝

楼閣を模した阿弥陀堂建築である。鳳凰堂は池中の

中島上に建てられており、周囲に庭園が展開する。

平等院庭園とは、鳳凰堂を中心に作庭された仏堂庭

園であり、極楽浄土の有り様の再現を目指した浄土

庭園ということになる。

庭園の中核となる阿字池は、現在は主に鳳凰堂東

面と北面に水面を広げるが、かつては背後となる西

方にも、河岸段丘に沿って大きく広がっていたこと

が分かっている。また現在、鳳凰堂正面側は堤防の

木立で東への眺望が阻害されているが、本来は庭園

と宇治川岸とは直結しており、景観を広く東に開い

ていた。阿字池は別業時代の園池を踏襲したもので、

鳳凰堂の建立にあたっては、西側河岸段丘面を削っ

て池面を広げつつ中島を掘り残している。池水は河

岸段丘面と池中からの湧水でまかなわれており、宇

治川へ排水していたものと考えられる。河岸段丘崖

となる池南岸を除く他の部分は、緩傾斜の汀となり

基本的に拳大の河川礫を用いた洲浜が造成され要所

に景石が配置されているなど、あしらいは基本的に

同時代の寝殿造庭園と同じである。

鳳凰堂前面である池東岸は、当初は堂正面の南よ

りに小石敷きの細い出島があり、宇治川との間も一

面の小石敷き庭園となっていた。しかし頼通薨去後
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ほどなく、この辺りは池の埋め立てと庭園面の嵩上

げが行われ、鳳凰堂真対岸に鳳凰堂の観覧施設であ

る小御所が建てられている。続く12世紀初頭には鳳

凰堂の大改修が行われ、柱が池から立ち上がる翼廊

型式から総壇上積基壇に変わり、屋根も本瓦葺きと

なった。当初の屋根は、平泉中尊寺金色堂のような

木瓦葺きが推定されている。

３．極楽世界の儀を移す

1061年の多宝塔建立記事の中には「平等院は邸宅

を改め寺院とし、阿弥陀如来の像を造って極楽世界

の儀を移した」と述べられている。また都では「極楽

いぶかしくば宇治の御寺をうやまへ」という謠が流

行ったという。平安当時、平等院は都人に現世の極

楽浄土として認識されていたと見てよいだろう。

この現世の極楽浄土の具体的機能をうかがう良い

資料がある。1067年の後冷泉天皇平等院行幸である。

この行幸では、鳳凰堂前の池上には錦繡の仮屋が建

てられ、池中には龍頭鷁首船が浮かび、天皇は池上

の仮屋から阿弥陀如来を礼拝している。浄土経典は

往生者が極楽の宝池に化生することを説いている。

当時の観想念仏を踏まえれば、この礼拝はまさに極

楽往生の疑似体験であったとしてよい。さらに注意

すべきは、この行幸に報いるために平等院や藤原頼

通に功賞があり、宇治川対岸にある離宮社にも位記

が授けられている点である。近年、離宮社（現宇治

上神社）本殿の年輪年代測定を行ったところ、1060

年に建てられていることが判明した。離宮社の造営

年代と平等院行幸のあり方を踏まえると、両者は対

施設であったと考えられる。彼岸である平等院は、

此岸の存在がなければ存在し得ない。宇治川西岸の

平等院を彼岸とすべく、此岸のシンボルとして対岸

に配置されたのが離宮社であり、宇治川は彼岸と此

岸とを分け隔てる境界として認識されたと考えてよ

いだろう。平等院庭園が宇治川西岸に面し、広く景

観を東に解放するのは、まさにこの点による。藤原

頼通の西方浄土への憧憬は、ひとり鳳凰堂と平等院

庭園に仮託されたのではなく、広く宇治の自然景観

を含みこんだ中に表現されたとみるべきであろう。

頼通薨去後、鳳凰堂の池対岸に専用観覧施設小御

所が建てられ、頼通の空間仮託のコンセプトに修正

が迫られ、さらに12世紀初頭に鳳凰堂は建築表現を

変える。ただこのような変化は、現世の極楽浄土と

しての平等院の提案力を弱めてはいない。それは、

鳳凰堂を模した勝光明院も平泉無量光院も、改修さ

れた鳳凰堂と平等院庭園を手本としていることから

うかがえよう。
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図－１　古代の宇治周辺の推定地形と主要遺跡
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図－２　現代の宇治周辺の地形図

図－３　平等院周辺の地形と道路（1965 年頃の地図から）
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図－４　平等院伽藍の諸堂推定位置関係図

図－５　最勝院蔵「平等院境内古図乙図」（近世、書き起こし文字追加）
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図－６　平等院庭園発掘調査図（『平等院庭園保存整備報告書』より）
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図－７　平等院庭園　上空写真

図－８　鳳凰堂と浄土図の各段対応関係
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図－ 10　鳳凰堂仏後壁の阿弥陀

図－９　本尊 阿弥陀如来坐像（定朝作　丈六寄木造）
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図－ 11　鳳凰堂周囲の庭園発掘

図－ 12　後冷泉行幸時（1067 年）
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図－ 14　『扶桑略記』から判読できる空間仮託

図－ 13　十種供養時（1118 年）
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図－ 15　平等院の空間仮託の構造

図－ 16　鳳凰堂発掘図に平泉無量光院を重ねる
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図－ 17　無量光院と鳳凰堂との法会時比較

図－ 18　平安期浄土教寺院の変遷


